
岡山畜産便り 1964.12 

これからの採卵養鶏経営（下） 
岡山県養鶏試験場  岩 本 敏 雄 

 
７、記帳の重要性 

 一つの事業をおこなって、その経営状態を明らか

にするには会計が必要なことは当然のことです。 

 ところが、農家の場合その「収支決算の元帳」と

いうべき簿記の記帳が、どうも敬遠されているよう

です。 

 記帳した数字にもとづいて、経営診断（自分でや

る場合と他人にやってもらう場合がある）をおこな

い、さらに経営を有利にもっていくにはどうすれば

よいか、あるいはこの赤字欠損はどうしてできたの

か、どうしたら欠損が補えるのか等は、記帳された

数字をはっきりつかまなければできないことで、こ

こに簿記の重要性があり、いいかえれば、簿記の数

字がこれらの経営のあり方を教えてくれるわけです。 

 最近では、ある程度の大きさの規模をもった養鶏

農家では、これの重要性を認識され、その実行もか

なり多くなりました。 

 しかしながら、記帳から得られる数字からみて、

経営診断としての完全な資料としてまとまっていな

い場合が多いようです。 

 記帳についての全部を説明することは紙面の関係

で至難ですから、重要な事項と、農家でとかく記録

のなされていない事項についてのみ述べてみます。 

（１）経営計画表 

 計画表としては、まず、年間の飼育計画表の

作成が必要で、養鶏経営の初年度やこれから経

営規模を拡大していこうとする人にとっては

規模拡張計画にもなるわけです。 

 この表は何月には何羽の成鶏を飼育するか、

それに伴う更新及び補充の育すう計画、産卵状

況、飼料の必要量を予測していくわけです。 

（２）飼育記録 

 毎日の飼育羽数の出納および産卵数、産卵重

量、給餌量などを記録するもので、養鶏家によ

っては産卵重量のみ記入して産卵個数の記入

をされない方もありますが、経営診断上、産卵

率の算定は絶対必要ですから、ぜひ記録したいもの

です。 

 とくにこの飼育記録については、毎日の現在羽数

を、成鶏、ひな共に明確に記録することが大切であ

り、羽数の実態がつかめていない記帳では、あとで

経営診断をおこなっても、非常にあいまいな結論し

か出ません。 

（３）鶏（雛）、資材等の棚卸 

 記録のしめくくりは、１ヵ月毎におこないます。

これは、その月の経営実態を知るために必要ではあ

りますが、いわゆる決算という総しめくくりは半年

または、１年毎におこなうのが普通です。 

 ただこの場合、期首、期末の棚卸が完全におこな

われない場合が多く、養鶏で大きな赤字が出たとい

っても、これは現金出納のみの赤字をもっていって

いる場合が多く、期首（記帳始めの年当初、例えば

１月１日）から期末（期首から半年又は１年後）ま

での間に非常に増羽されたり、あるいは期末に飼料

その他の資材の在庫が期首より多くなっている場合、

これを正当な価格評価すれば黒字になっている場合

も決して少なくありません。 

（４）設備、器具等の台帳 

 鶏舎、器具類の購入取得の年月日、数量、金額、

設備、器具等の償却の算定上重要ですから作ってお
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きたいものです。年間償却費は（取得価格－廃棄価

格）÷耐用年数で計算しますが、鶏舎以外のその他

の物財については廃棄価格は零に等しいので、取得

価格を耐用年数で割っても大差ないと思います。 

（５）労力関係の記録 

 多羽数飼育の終局的目標は、あくまで労働生産性

を高めることであり、ある限られた少羽数の鶏を多

くの労力をかけて管理しても、鶏の１羽当りの生産

はあがるかも知れませんが、管理労力の単位時間当

り労働報酬は必ず高くなるとはいえません。 

 したがって、綿密な管理ということは現段階では、

必要最小限の労力の提供により生産の向上をはかる

ということが大切でしょう 

 労力について

の記帳は毎日記

録することは困

難でありますが、

日常管理につい

ては毎月１回く

らい調査し、時期

的な作業労力に

ついてはその都

度記録するのが

よいでしょう。 

 本稿の始めに

もあげました管

理労力の１、２の

例は、何千羽飼育するに要する労力としての時間で

すが、むしろ現在では１羽１日に要する投下労力と

して最終的に現わされるでしょう。 

 例えば先月号の第１表にあげた県南部の某氏の場

合２千羽管理に要する労力が、１日平均９時間 27分

（567 分）とすれば１日１羽投下＝567×60（秒）／

2,000羽＝17（秒）ということになり、第２表の養鶏

試験場の場合は、233×60（秒）÷1,000＝14（秒）

ということになります。 

 

８、経営の事例 

 第 10表に経営の一例をあげておきました。 

 この事例は一部記録されていない部分がありまし

たから、筆者において推測によって記入した部分が

あることを了承下さい。 

 この経営で、年間成鶏平均羽数が、718 羽であり、

規模としては大きいとはいえまえんが、産卵率は約

67％であり、卵価も年平均 181 円であったため、か

なりの収益をあげています。しかし、もうすこし淘

汰を厳重にし、産卵率をあげた方がより経営的に有

利と思われます。 

 その場合は、更新率が 100％くらいになるかも知れ

ませんが、飼料要求率などもよくなるのではないか

と思われます。 

 飼料要求率の3.36はあまり良い成績とはいえませ

んがこれから考えられることは、卵重が小さい、１

羽１日当り資料摂取量がやや多いなどがあげられま
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す。 

 また、この記録では、棚卸、施設の償却がおこな

われていません。 

 

９、飼料高、卵価安対応の考え方 

 卵価安の傾向は過去再三経験していることであっ

て、通常３年に１回という言葉があるとおりです。

３年間に１回くらい市況の暴落という厳しい現実に

は、現在まで養鶏家は行きぬいてきたとはいえ、本

年の卵価安は、飼料高での卵価安であることと、す

でに大規模経営となって、過去の小規模経営での卵

価安より打撃は大きいことはいうまでもありません。 

 かつての小規模経営では、自給飼料の活用、厳密

な駄鶏淘汰を講じて、それらの急場を凌ぐことがで

きましたが、現在は全く趣きの変った経営構造にな

っていますから、この方法を全養鶏農家が応用して

いくことはむつかしいことです。 

 したがって、前にも述べたように、１羽１日の飼

料給与量についても、２～３％の僅かのロスでも多

羽数飼育では大きな無駄となりますから、飼料の給

与改善を科学的におこない、とくに飼料要求率は、

3.0以下を目標とし、もし、これ以上の数値が出る場

合は、なんらかの改善余地があるとみてよいのでは

ないでしょうか。 

 次に、産卵率については、飼料技術的に、また経

営技術的に向上し、いまでは年間産卵率を 70％に維

持することは、あまり困難なことではなく、この 70％

産卵率をあげるためには、少なくとも駄鶏の早期発

見と、淘汰によるものであることはいうまでもなく、

週１回とか、10 日に１回とか、全群についての駄鶏

検査が必要となってきます。 

 しかも、この駄鶏淘汰は、常に能力のすぐれた補

充鶏の供給を裏付けした淘汰がおこなわれないと、

経営は有利にはなりません。 

 以上、抽象的なことだけをとりあげて、養鶏経営

のほんの一部を述べたに過ぎませんが、いたらぬ所

はまた稿をあらためるとし、儲かる養鶏経営への改

善に努力されることを望んでやみません。 

（完） 

 

 


